
ミニ門松づくり 
 

材料： 
孟宗竹（土台）、破竹
（門松）、黒松、赤松、
梅、熊笹、万両、キン
カン、シュロ縄、砂 

開催日：１２月２4日（日） 参加者：大人 33名、子ども 12名 

門松づくりから学ぶ「もえるごみ」の正しい出し方 
 
①浜松市のもえるごみに出せるもえる素材（木くず・き
の枝）は、長さ60ｃｍ未満・太さ5㎝未満となっていま
す。 
②今回の竹の長さは、60cm未満です。もえるごみに出
すことができます。器の太さは５㎝以上です。器はその
ままでは出すことが出来ません。再使用若しくは、小さ
くしてから出してください。 
 
「もえるごみ」に出せる大きさを知って正しく分別を行
うよう説明しました。 

＜作り方＞      

＜参加者の声＞ 
・立派な門松ができました。 
・「七･五･三」縛りが難しい。 
・「七･五･三」の縛り方に時間 
  がかかりました。 
・「七･五･三」縛りは、講師の 
  方々にやっていただきました。 
 

①竹を綺麗にみがきます。 ③シュロ縄で「七･五･三」 
に巻き、飾り結びます。 

④竹の鉢に土を入れて 
固定します。 

②3本の竹を揃えます。 

鈴木講師の実践 

⑤飾り付けをします。 

３本の竹を固定する際のポイント 
①輪ゴムで仮止めする。 
②下の部分は、養生テープで固定します。 


